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1 •特に注意していただきたいこ e :安全欧め M ず辟りください) 


この取银供明•および繼の表示では、製品を穿急 C 正しくお使〇\いただき、あなたや他の人々への危害 
や財塵への撰藤を未然に賊するために、いろ ( A 祕纖裹濟をしています。その表示と意味は次のようにな 
つています。内容在よく理觯 b てから本文をお鼸みぐださい。 

A WE この表示*無携して、•つた取说8い在すると、人が死亡、臁•を負う珥能性、また炫火災 

乙 i\fc a の珥能性が想定され s 内容を示し t : tA ます* 

A «この表示®無視し r 、 屬つた取0扱いをすると、人が镰齧を負ラ g 能性や物的搁塞の典生が 
/* m 想定され套内容を示しています。 


企記男は注意を淀す内容が寒 s ことを隹げ るちのです。 

図の中に異体的な注意内容(左臞©_#は ㈣ M 的な注肅)が描かれています， 


図の中に異体的な注意内容(在讎のは en 投的な注肅)が描かれています 9 
0記毎は禁止 CD 行為であることを告げるち¢0です。 

0の中や近済に興体的な禁止内容逸 ON •合はガソ U ン禁止)が描かれてい素す。 
〇記«は行梅を指示する内容奄告げるちめです。 

図の中に興体的な指示内容（在理の爾金««灝プラグをコン t ントから抜いてください) 
が描かれています。 



△蟹告滅 RNING ) 


_ガソ u ン臌禁 

ガソリンなど揮発性の离い油は、鍚対に使用しないで< ださレ 
火災の原因になります〇 _ 

•煙突外れ危険 

埋突が外れたまま使用しないでください。 

外れていると*転中に排ガスが里内にちれて、危険です。 

•煙突期；く危険 

煙突がつまつたり、ふさがれたままで使用しないでぐださい< 
閉そくし r いると運転中に株ガスが室内にもれて、©供です， 


⑱ 

0 


% 〇 



•衣類の乾爍臌禁 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

衣類が蔫下し r 火がつき、火災の限因にな〇ます。 

•スプレー缶_ 

スブレー®やカセツトこんろ用ポンベなどを、スト • 
しないでください〇蘸で田の圧力が上がり、爆発し， 


•ブの上や箱 I 
危険です。 


mo 

一® 



主意 ( CAUTION ) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいものを®づけないでください。 

火災が発生するおそれがあ0ます。珥嫌!物との離隔距離については 
標準据え付け因拥 （2 5ページ）を参照してください。 


•給油時消火 

給油は、必す消火してからおこなってください。 
火災のおそれがあ?)ます。 
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參油漏れ確認 

油タンク.ゴム製迗油管‘接合部および機器などからの灯油漏れがな . 
いことを確認の上ご使用ください。灯油が漏れていると火災のおそれ 」 L 
があります。 


參異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれがあります。 


•高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、煙突、枠上部に手など/ふれないでください。 
やけどのおそれ；^あります。 _ 


•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によつ r やかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあります。 


參分解修理の禁止 

故陣、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故陣や、やけど 
のおそれがあります。機器の上に花びんや水を入れたものなどを面かないでく 
ださい。水がかかると漏電や故障のおそれがあります。_ 


⑩改造使用の禁止 

改造して使用しないで < ださい。 

また、ス I -ーブや煙突には床暖房用の熱交換器などを取り付けないでください。 
火災や排ガスが室内にもれる原因となり危険です。_ 


參換気扇使用禁止 

ストーブを使用している同室内で換気扇を使用しないでください。立消え 
して嫌発燃焼するおそれがあります。 

また、換気□■給気□は常に確保し、物などでふさがないでください。_ 


參ドラフトレギユレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）が'強いと燃焼不良が発生します。 

次の煙突設置の塌合は必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) 

を取り付けてください。 

• 集合煙突に接続する塌合 • 標準寸法以上に立ち上がりが高い塌合 

•風が強くて炎が沈むような場合 _ . _ 


參電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでください。 

火災や想罨の原因になります。 _ 


•電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン乜ントは使用しないでください。火災 
の原因になります。 

ぬれた手での抜き差しはしないでください。感電の原因になります。 


❿長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必ず電源プラグをコンセント 
から抜いて■ください。 

火災や予想しない事故の原因にな0ます。 


ゴム製送油管 
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ドラフトしギユレー 
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1 .特に;主意していた:だきたいこと（安全のために滋す B 守 0 ください/ 


△注意 ( CAUTION ) 

參罐源プラグのお手入れをする 

ときどきは爾源プラグを抜き、ほこり及び金膜物を 味 去してください。 

ほこりがたまると*気などで 絶繅 不良になり火災の原因になります。 

❶ 

•灯油の保管 

玎油は、火気、雨水、ごみ、 离溫 および 鏖射 日光を*けた場所に保管して 
<ださい。ガソリンなどといっしよに保 糖 しないでください。 

棋って使用すると 翼 常燃焼や火災のおそれがあります。 

❶ 

•変質灯油禁止 

変霣 灯油、不純灯油（汚れた灯油、水の混じっている灯油など）を使用し 
ないでください。 

異常燃觭や故障のおそれがあります。 

0 

❿初めてお使いになるときの注意 

初めてお使いになるときは、 ©熱 塞料などが焼き付くまで熳と興いが出ま 
す。しばらくの 間 窓をあけて部 S の 摸 気をおこなってください。 

また、小腾や小動物などに影■する場合が考えられますので、この閫は部 
屬に入れないでください。 

〇 


お願い ( NCmCE ) 

書機器を廃棄するときの注意 

ストーブを廃棄®分すると者は、定油面器の灯油を 
抜きとってください。 （12 ページ） 

灯油を入ったまま鹰鬵するとリサイクルの際に思わ 
ぬ攀故になるおそれがあります。 

•灯油の廃棄 

灯油の臃鬵进分は、灯油をお謂い求めになつた販売 
店にご相談ください。 


2 •使用する場所 


ストーブを安全に使用するためには、塌所の選定が大切です。 


安全に使用するために 


m 



0 •マントルビース 
などには据え付 
けないでくださ 


¢0 


鲁標离が1 DOOm を纗裹地では 
使用しないでください。 

(空気の濃度が薄いため 、 mm 
に必獲な空気が不足します。） 


効果的に使用するために 


癱冷気の入ってくる方向、供えば思讎などに蕭くと、冷気がストーブで®められて対 
流しますので、効果的です。 


籲部廳の保滬を工夫し、苗■の溫度の_節を心がけましょう< 










































_ オープンポケツトの鼸閉 


擊才ープンポケットを経く押し込むと、ゆっくり出てきます。操作後鞋く押しもどすと〇ックし r 止まります。 


_攞作啬に our 

•操作ボタンを押すとピツと音がします a 
參誤操作をするとビツ奮が2酉します。 


也*にし*す， 

， f タイマ~含せ J •••タイ守一 tt ツト R 箱: S 合わせ&と 
m f タイマー合せ j 位繼にし家す. 

■ [»*卜雀在路*1やタイマー12ツト两路在合わせた 
ら、 通_使用中は* に®すもどし r ■ください 


火力獼節つま城 moM から f 太] ■かレ 

火力を y ニアに手 _■* します> 

火力_節つまみ s rg»i cstt せるとルームサ_ 
モによる gams (里潼 s 走ポタン 7 里潼在 rs > 
が? rs ます。 




躐::篮 SI 職？ 


火力 B ® ツマミを f 自わせ5と,インパー 
夕~斑箱となり、坌温と8定3«め里に®じ r • 
自 K 的に火力 W 変化します， 


微少小 


力阕匍 

中 


pfl 

nunlPlHl ： 


二■■一ょ.__ 

mmm 


タイマー蹇転 

j ■転スイツチを「入 j にし*タイマー•&ツトポタン*揮 rs 
と ( C よ0、タイマ ー R 示が#)«3、_類表承にタイマーセツト 
時 JBAflto * して表珉され^タイマ'~蘧板が！!始され S す》 - 
{タイマー RS ^ jS 灯しな WU # タイマー WE は IMSSni ! 
せん。） 

乜ツト K 薄になると、タイマ_表敢〇•消灯し現在時 a が ««R 
されて SIB 的に* e が两»«れ85す。 

タイマー置财挪 

タイ7~灌酝中に=63—度、タイマーセツトポタンを押すと: 
タイマー確 e が解*され at す， 




$ィマー蘧板が w » され亲 
i：mtf タイマー ■!£«■» 

7—表示か消幻し瓚在時 a : 


•朗 9® 〖轉掩3わせると se 筐います， 


f 分 J 在6わせると sc 使い*す， 

B スイツチの位襲により、10®}?しの饞* 


• »»の f 分 J 在 6 わせると31 
• 轉計 ■« スイッチの位癱によ 
方が興な 0* す， 

FR 計含せ ]••• 1分すつ変わ0: 
『タイマ-合甘卜“5分すつ* 


* す 

:わります. 


1 S 押すと12-プ蓮転。 S 蘧 2 T 思定 *« よ 
〇—®■度上》すると消火し、一定 a 度低 
下すると自霸的に点火臁作に入ります。 
用度押すと、せーフ》転は解»されます。 







































































燃料 


燃料は必す灯油 （ J 旧1号灯油）を使用し r ください。 

參 ガソリンなど 揮発性の高い油は、火災の原因になります ので 絶対に使用し ないでください。 
參 IA 1 主意!変質灯油、汚れた灯油、水の混じっている灯油な どは、 絶対に使用し ないでください。 
籲 IA 注 FI 灯油は、必ず火気•雨水 •ごみ • 高温及び、直射日光を避けた場所に保留して ください。 




■給油の際の手順と注患 



參送油バルブを閉じ r 給油□ふたをはずし市販の給油器具で灯油を給油してください。 

油蜃計の針が f 滿」をさしたら給油をやめてください。 

•給油口/及たを必すちとどおりに締めてください。 

•給油の際に、水、ごみなどを入れないよう特に注慝してください。 

■給油□ぶたは、確実に締めてください。 
■こぼれた灯油はよくぶきとつてください。 

■燃料切れの注肅と空気抜きの方法 


油タンクを空にしないよ〇に注雇し r ください。 

油タンクを一 Q 空にしますと、送油 経路 内に空気がたまり、正常に送油ができなくなることがあります。このような 場 


合には次の順序で空気抜きをしてください。 

1. 油タンクに給油します。 



2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油筐をはずします。 

3. ゴム製送油管から油が連親して流れ出ることを確かめてからゴム製送油管をもとど 
おりにストーブに取り付けます。（油がこぼれないように容器を用慝してください J 


運転開始前の準備と確認 


■安全装置のセツト、取扱上の注憲 





初めて使用するときや、シーズン初めには、ス I -ーブ右側面の丸穴の中に指を入れ、定油面器 


リ t ットボタン（赤色）を軽く押し下げてください。 



リ乜ットポタンを押す際は、スペーサをはすして押さないでください。 


また、5秒以上押し続けた'3、何回ち押し下げたりなど乱隳に取り扱わないでください。 
定油面器より油があふれ出たり、赤火などの異常燃焼の原因となる塌合があります。 


■送油経路の油もれの確認 

籲油タンクや送油管の接合部などから油もれがないかどうか確認してください。 


■電気配線の確認 

參注^!電源プラグをコンせントに刃の根元まで確実に38し込んでください。 
籲電源 コードが煙突などの 高温 部にふれるおそれのないことを確認してください。 
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•オーブンポケット内 co 火力諝節つまみで r 自醮通転 j と r 手 _ WB 3 が ia 定できます。 
c 希 a の遍繼方法でご使用ください。 

¢1火凾《〇 

_力臟節 r 自豳逼転』の通合 

:メ. ♦火力まみ冬 - T 朗 w に奪わせで.<定さ w 。 

:火力で_し冰づ .. ， :： ；vr - ；; '--；r : 

(3^ _ ) ♦時計合せは8ベージ『現在時菊の讕節方法 J を参用して行って X ださい• ヾ 

- 1 . 時 a 表示が现在畤薄を表示しているこ竑を確期してください。 

2 - 好柳ぱ『入 J (こ or く燃ぃ。 

▲入•切^^ ランプが点し、自動 si に»!のよう c 薄転 - mm ) します。 

- \\W (火力■鑛 mmi 權少〜大）の場合は股定遛通の表示はあり雜ん。> 


I 豪粗スイッチ萑押す 

* ae ランプ点灯 

-»定室潘表示点灯 
• 小油■流出 
• 嫌焼用送雇檐まわる 


»定室濯と部匾の状 

況に応じた火力にな 


へ _th タイマ， Kgaai 

G ™] goa :_] l ^ ふ通板〕 



Cryml Dieiul Dispby 


※予備燃焼後、しばらくの_、火力は大きくなります。 


■火力調節 r # 豔邏転』の壜合 

籲オープンポヶッ h ^> 火力調節つまみ.を r 微少 j から r 大 j の鼸のご希 a の位置 
レ^^ .! 的！无、予咖—町すると火謂わま初)舶^力 

峰 1 1 1 '» で燃焼します。ただし、予镅 IWI 後、約4分黼は聽*:火力にな0衆せん。」 



オープンボケット内の火力 WB つまみを了自勤 J に由ねせると、ルームサーモによる目鯓邏転となり、»定褰瀑に自動 
譎節されます。 

表示部に扭定室瀘 （24 で）が表示されますので次のように觸臁し tr ください。 

|_紐‘.誕め.] ♦塞通設定ポタン f 裏め j を_すたぴに vt 上爵します。（上限29て） 

w /A L . 書 r 低め j «押ず fccfcis でまでは1ですつ f がり、 i 5 a c からはい s なり1〇で 

- ( F 点設定）とな0ます 。:: 

" "/、• \v \ #10て設定の塌合は表示ランプが点0し、 t - ブ 3 WE となります。 


火力》節『自動』通転時に、微少火力でも爱遍が設定塞 a より上爾する煽合、粗定室温よ〇約3で上興すると自鼸«5に 
消火し、醱定窦湛まで下がると点火_作に入ります。これをくり通すことによ0むだな部齷のあたため wr 费防ぎます。 
r , 籲豔通 H 定ボタンにより希望 SMB 溫馥定後、 tz —プ蹇転ポタンを押してください。 

I せープ麄転赛承ランプが点 G し、乜ーブ寒転となります。 

. sxx \ S \ 争 t 一：^■転ボタンを再康押ずことにより t ープ邐板表示ランプが消え、 

[ Lfez 2^0>\ 転解味とな⑽す。 け、:'.. 

ヽ 、 /蕹暹投定在 HTC (F>S 激金）で使用中、®定瘇通を15で以龙に上げる<|铨\ 

\-ブ爾転表示ランプ^ f、 自__解痛されます。 ；/ 







(# 動調節一手動運転) 




運転停止 (消火) 


通常 


■炎の状態 

ストーブの据え付けや煙突の関係で、炎は多少変化します。 

雄、薄い炎の制 c いくら納期薅 tmo 


運転スイツチを押し r 「切」にしてください。 

運転ランプが消灯します。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機が停止し、時刻表示以外のすべてのラン 
プが消灯します。 


プが消灯します。 






消火後、再点火するときの注意 


籲燃焼中に誤って電源フラグを抜いたり、運転スイッチを「切 j にすると、再点火安全装置の働きで、ストーブが冷却 
されるまで再点火できません。 

ただし瞬間的な消火探作（約3秒以内）の塌合は、そのまま燃焼が継続されます。 

•停電時には、必す通転スイッチを「切 j にし r ください。 


室温設定による自動運転の他に、火力調節つまみによる手動火力調節が司能です。 

次のようにしてください。 

•火力調節つまみを「微少」から『大』の間のご希望の位置に合わせてください。 
微少小中 大 表示部の設定室温表示が消え r 火力調節つまみの設定火力で燃焼します。 


時計 • タイマー 


1 . オープンポケット内の時計調節スイッチを〖時計合せ〗にします。 

はじめ r 使用するときや、電源プラグを長時間抜いたときは、時刻表示は〇 
表?!^します。 

2. 時計調節の「時 J •「分」ポタンを押し r 現在時刻を合わせます。 


m - 午前6時15分に合わせる塌合 


時計•タイマー 

L 6” 關 


時計•タイマー 


① r 時 J ポタンを押して"牛前6 : 0 CT にします。 


②「分 J ボタンを押して M 午前6 :1 5" にしま与 


タイマー 


必ず時計調節スイッチを「通常 J 位膣にもどしてください。 













■邏転轉 » の合わせ方 


砷計"^ f マー 

Hn @ T 5?^ 

合せ戠 


1. 才-プンポク■ツト内 cwtifi 翳ネイツチを r タイマー合せ J にします。 

2. 時 m •節の tbsj - f 分 j 崩タン柳し tr タイマ_点火時刻を合わせます。 r 分 j は 
5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる孀金 



タイマー 



時〇 


畤酑•タイマ • 



①攝 j ボタン賴糠6 秦: ... : a :； ， ao * 

ハ：:巧.❿ ：譬啟.....へ:.. 

( 命.勾マテー ） 3. 必す時計鼸節スイッチ赛『通常』位■にもどしてください《これで時刻表示には瑰在 


_H ■.夕孑ラし 3. 必す時計鼸節スイツヲ 

l ^ gnfg ^ lr^pzi 時刻が表示されます。 


■タイマー運転方法 

— | .. 1 .: - :•パ、づ | 1 .邐転スイツキを押读 I * 刻ださい。 

撕(嫌嫌中© j •合はそのまま tr す] 

2 . 3 ■転するとぎのご希鼸め癧篇文は、'火力に合わせでくだ; St、 e 
-^-^ my 1 3 . タイマーせツトポタン在_してください* 

時刻我示にタイマーせダト*！翻^!示され、タイマ-衷示ランプが痛灯し、タイマー 
/ p ======^ 邏転に入 《 D ます。 “ 

> し*她續細物^ 1 ::.,:.:. . 

Lg っマ 川 ' ^ 「J 參全イ々ーセツト時刻に#^まで^まにタイマ-セ少卜轉刻が族示され鏞^ます 

> _釀甎中にタイマー乜ツト想タンを押すと、ストーブは自動消火し、遅転を停止しまず。 


■ 


■タイマ 



赌■タイマー 

年窗 

10：3 0 


'#^マ， せッ::爾夕;^ r : | 

タイマー表示ランプが薄 few 示に現在#刻謂示され、タイマー擔転が _ i さ 

れます。 ： 

癱このままであれば自_に_初_6します。建転を停止する場合は、邏転スイッチも 
【切』にしてくださいド を 


@タィマ_ 


■タイマ雌 tz ツト畴箱 • mmmmmm 

①時酖鋦節スイッチを r 時計色せ j 又は r タイマー合せ j に合わせます。 

時針•タイマー ) 時奸..タイ令— ）_在膊刻 xtt 、 夕ヅ hRf 契！が時 

イ好は、鮮麵讎もど 


して<ださ奶。 


愛イマー t ツト砷 iai ^» 









•ボット内に油がたまった場合、このまま点火操作をすると異常燃焼したり、点火不良となります。ボ□布などでポット 
内の油を吸いとってください。 （13 ページ r ポットパーナの掃除」を参照。）ポットパーナに油がたまったことに気付 
かないで点火したときは、ポットにたまった油が燃えつきるまで炎が大き<なって燃焼します。 

このようなときは、すぐ通転スイッチを「切』にし、たまった油が燃えつきるまでそのままお待ちください。このとき 
電源コードのプラグは抜かないでください。 





モニター サインについて 


ストーブにトラブルが発生すると、トラブル箇所が設定室温表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この塌合記号表示の内容を、ス I ''ープ左側面に印刷されたモニターサインー覧表、または15〜16ページ「故障•異常 
の見分け方と処置方法 j をご霣のろえ、必要な処置をしてください。 


使用上の注意 


本書の「特に注意していただきたいこと（安全のために必すお守りください)〗の他に、次の項目についても注慂してく 
ださい。_ _ _ _ 

•上面ガードは、地腰などにより可燃物が落下したときなどに火災を防止するためのものです。やむをえす取りはす 
した塌合は、必すもとの状態に取り付けておいてください。 

•クリーニング店、美容院などの化学薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでくだ 
さい。 

•驪が発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な週電圧がかかっても、追電圧防止装置が機器を保護するしくみに 
なっていますが、大きな罃（直擊留など）の塌合は、電子部品を損傷するおそれがありますので、電源プラグをコ 
ン t ントから抜いてください。 


6.安全装置 


対震白動消火装置 


地腰 （ R 度約5以上）や強い振動、衝撃を受けた場合、 
自動的に消火します。 

モニター サイン E 3 表示 


地腰によって作動した場合、周囲の可燃物、ストーブの 
損傷、油もれ、煙突のはすれなど異常がないことを確認 
してから再度点火操作をしてください。 


点火安全装置 


異常燃焼を防止するため、点火ヒータおよび燃焼用送風機に通電される前に、灯油が流出しない構造になつています。 


停電安全装置 


停電や電源プラグが抜けたときは自動的に消火します。 
¢1秒以下の序電の塌合は燃焼継続） 


通爾後設定室温表示にモニターサイン E 7 が表示されま 
す。 

_ E フの塌合で再運転するときは、時計などの t ツトを 
してから、運転スイツチを再度「入」にしてください。 


4EE9 




消火直後、ストーブが冷却しないラちに再点火操作をしで势、«觭憲《飄度が一坦冷却し t からでないと嫌!嫌しないよ e 
になつています • へ: 


【 


不着火褛出装置 




着火不良のため、点火*作後約20分経■しても切镰サー : 
モスタツトが切* D ■わらない灞合は、逋転を#止します。 
モニターサイン E 2 裹承 


不着火你朦因奄思り険0 (ポットパーナ内に液がたまつ 
た1«合は取0_番> 痛火撕作をし t ： くださ‘ 




過電流©止装置 


内部 E 線のシ3-卜によ〇遍電流が流れたと赛、電流ヒ 
ューズが切れ< すべての3■転を停比します。 


#右颼釤求めの贖売 0 C 修通奄依霜してくださ U 


W 


燃焼用送風機異常横出装置 


燃角两送 _ I 0 TC 败が R 常に低 f するとストーブの遽、 


転を停止します。 
モニター サイン EA 表示 


_爾供节傲^取り像いてから点:し c くだ 

修なお％常がある場合はお貢し\求め这 Hms に己相談 
ぐ m い。 


r 


安全サーミスタ 


ストーブの上•及び侧讎が团^れてい$ときや、ストー 
フの聃面に mm などがあって、 プリント£鑠板部遍度 
が73で以上に上獬すると、自動的 c 消火します。 
モニター サイン EOH 示 


"•ミスタ m 

■■ 


8 .日常 © 点樓 》 #入 


W 点楼、手入れ®ときの注慝 



点挨■手入れは消火後、ポットパーナが冷却してから，必ず電覼プラグをコンセントから抜いて行つてくださし、 



■两囲の爾燃物（使用2と） 

• Oiv^B ストープま tiMi • 讎 tt&v 論无やすぐだ斟 a 。 
■ほこり . B れ（使用 e と） 

翁ほこりや透れをそのままにし r © ぎますと、油がしみ to して危険です。 

ストープはいつも_(こして忍使用ください。 










■油もれ•油のたま D •油のにじみ（使用ごと) 


•置台.油タンクに油もれ ■ 油のたまりや油のにじみがないか、ときどき点検して<ださい。 
又、給油の際にこぼれた灯油は、よくふきとつ t ： ください。 



■ゴム製送油管の点検•交換の目安 （シ-ズンの初め） 

♦ I ご注意 I ゴム製送油®は、屋外で使用しないでください。 

臞外での使用は禁止されています。 

•屋内でゴム製送油管を使用しているときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび顆れがないか確認し、欠点のあるときは 
交換し r ください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■油タンク （シーズンの初め、適時） 

修油タンク内は水やこ•みがたまりやすいものです。給油のとき、点検してください。 

油タンク内の水抜き及び掃除は、油タンク付属の取扱説明謹に従って行っ r ください。 

■煙突の接続部のゆるみ及びトップの周囲（シ-ズンの初め、適時） 

籲煙突の接続部、煙突トップのはすれがないかを点検し r ください。煙突が腐食したり、穴があいたりしていると危険 
ですので新しい物と交換してください。 

•煙突の近くには燃えやすい物を置かないでください。 

•煙突内は結露で生じた水滴が凍ってつまると危険です。点火時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙が出たら 
消火して、煙突内部を点検してください。 


■定油面器のストレーナの掃除（適時〉 



•定油面器には、ごみを除くためのストレーナがついています。 

ごみがたまると、灯油の流れを妨げて、十分な火力が出なくなります。 
次のように掃除してください。 

1. 油タンクの送油パルプを閉じ r ください。 

2. ストレーナの掃除□に荷札などの厚紙を差し込んで、油ガイドを作り、そ 
の下に容器を置い r ストレーナの止めねじをゆるめてはずしてください。 
定油面器の汚れた灯油やごみが全部流れ出ます。 


スト レー ナ 


^ ゴムパツキン 


止めねじ 


3. ストレーナを取り出して、きれいな灯油の中ですすぎ洗いをしてください。 
(水で洗わないでください。） 

__»^姦念_馨_钃 _ p ___ 

H 画&粕キン赛瓣谈よ別 
入れないでく烂兹鏈 

111象.:-蘸< 癱繊 

く^111131 


■点火ヒータの点検 （シ-ズンの初め） 

•点火ヒータや点火し/ V にすすが付着しますと、赤熱が低下した0、油の吸上げが悪くなつたりして点火しに 
くくな0、着火不良の原因にな D ます。 

点火ヒータの脫着は入想に行う必要がありますので（燃焼用空気の気密性保持のため)、必ずお霣い求めの販 
売店に依頼してください。 




ガラス棚の _ mm) 


f ご^ SO ••は、ス h - ブ在浦火在せ充分脚しでから、くださ 

■ ■•■ ■ ■■• 1 — . — .?. • a *—■. 


熱い状鼸で行ラとやけど CD ® それがあ0ます。 

書反射板及びガラス fwceso がたまり家す之、反が釀ぐなるばか撕 
なく鳕険ですので、次の饔供で通時揭液をし r ほこりを取〇除いてください。 


固定ばね 


1. 蓟面ガードを右供0■定ばね(2»)からはすし$側にまわしてください。 

2. ガラス円簡在劃らないように注嫌して、擇醣機などで内こりを S れ 
いに掃除してください。 

3. やわらかい布などで、皮射板及びガラス円鼸をきれいに®いてください。 

4. 掃除が提わりましたら、もとどおりに t ットしてください。 


-ドの 1z ツト 


■ポツトバ_ナの緬* (*») 

參 1~ご^重1 霈_は、ストーブ在麴火在せ充分珀寒 I ；でから、行つ r ください。 を 

難い状態で行うとやけどの»それが》ります • 

籲ポツトパーナにすすがつい r 炎の形が不襦いになつたときや、ポツトパーナの應にすすやカスがたま〇すきで鳙火が 
おそくなつたときは、次のようにしてすすを取り味いてください。 

▲ 1.上®ガ•ド藿はすし t < ださい。 


2. 燃焼筒ぶた在はすし r ください《 


< •. • . ぐ ■. • • . .. 

3. スクルトンは中ぶたに®り付いています。スケルトンをガ5戈丹籣 t 
ないよラにして、取0甘ずし Z ： ください， 


4. 燃焼リングをまわし r « r り出してください • 


5. ポットバーナ癱部の下籌盡炎筒を取り出してください。 



6. 点火ヒータブ点火しん赛いためないように、ボットバーナ内馨 (5 D すすをド 
ライバーなどでか费蘩としてから、布などでぶきとつてください。 


ポツトパーナ 



7.姐立の儺簫リング l & f 、 T 部整炎爾は、左面のよう C 正しく確実に取 
り付け tr « ださい。 


スクルトン脚 
スクルトン 


燃焼リング 
下部整炎 B 




■ I 







■ガラス円筒内部の掃除（渔時> 

• L ?、 注意]掃除は、ストーブを消火させ充分芾却してから、行ってください。 

熱い状 想で 行ラとやけどのおそれがあります。 

擊畏期間の使用や、油だまりによる大燃焼の後にはガラス円筒が r すけることがあります。 

ガラス円筒がすすけ r 炎か*見えにくくなったときは、13ページ r ポツトバーナの捅除 J の項にしたがい' スケルト 
ンをはずしてガラス円筒を掃除してください。 



■燃焼用送風機の拥除（年 1 回以上） 

擊燃焼用送風機ファンにごみやほこりがたまると、送围力が弱くなり燃焼が悪くなつたり、音が大きくなつてくること 
があります。このようなときには、燃焼用送風機フアンのほこりを取り除いてください。 



ストーブ後側のフアンカバーと風屋制限板をはすし、ブラシなどで静力、にほこ 
〇を取〇除い r ください。 

參掃除が終わりましたら、もとどおりに取り付け r ください。 



■燃焼用送風機ファンフィルターの播除（適時） 

•ファンフィルターがごみやほこりで目づまりすると、燃焼不良の原因になります。次の要領でス I ^ーブ裏面のファン 
フィルターの捅除を行つてください。 

1. 左図の矢印のようにファンフィルタ叫こ力を加えながら弓 I き出し、ストー 
ブ裏面から取りはすしてください。 

2. ブラシなどでフィルターのほこりを取り除いてください。 

3. 掃除が終わりましたら、もとどおりに取り付け r くださレ。 


■地鼸などの災害が発生したときの点検につい r 

籲地震などの災害が発生し、ストーブに振動や衝擊が加わつたときは、運転前に必す次の点検を行つ r ください。 
* 煙突まわりのはすれ、もれの確認 
• 灯油配曾からのちれの確認 

点検で異常が見つかつた堞合は、お茜い求めの販売店に修理を依頼してください。 



9.定期点検 


畏期間ご使甩になりますと、ストーブの点検が必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店又は、修理資格者1：(財）日本石油燃焼機器保守協会 （TE 
L 03 — 3499—2928) で行〇技術普理講習会修了者（石油機器技術管理土）なと〕のいる店などに点検依頼されること 
をおすすめします。 


mm 












使用中に興常がありましたら、次表によひ應因を鼸べて焰鼸«。てぐださ GV 
原因のわからないときや、轚■のむすかし Gvestt . 劇鼸い求故ぬ術充店又はお近 < 0 D ロナ 


HHI 

OfD___HDn 

oDHuHan 
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■■■■■■■_■ 

■■■■■■■■■ 
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| 霤關 
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お客様ご相談窓□にご連絡 < ださい。 









壓圈不維《紙••雌*です麟!、棚喊擒‘侧 1 觸 1 *の* 8 に你、棚 1 、 
求めの贜充 BR は、修理資格*〔(财)日本石油儀篤_禱保守篇金でおこなう技術鳙理講 11 会修 
:?騫（石鰌_饑術镛雄土）など〕のいる鼷_艚£3楣黼くだ® W 。 

• • •. •• V : ベ*' 

•• •••し ■ 二••- :- • • . •. . ; 

部 B 交_*：3 ロナ!* SE » 通とさ_定<_も、 



12.保管（長期間細しない場合> 


K •したままで fit* する墉#や、しまわれ5ときは、日常の点検’手入れの項を移照し、次の 
要禳で保菌し t： ください。| 

1 .罨 1 [プラグ在]ン贫ントから雄い r くださ u 

■ した素泰で肇睫す綦鏽费 M す、電騮プラグは軀い r ください • 

2 •油タンクの< 1 油《すつか?)出してください* 

籲中に水分やごみを残したま對こしておき孝すとV油タンクが腐食する® 1 因になります。 

3 •定油!■響の* IWMJ 鳙*雄いてください 0 

4 •謹酱鄯分は、しめ*?た布で? 5 れを德とし t 嫌ら、からぶきしてください。 
5 ,放 _ i0it ビな at 嫌るところをぺづ«麵き⑽•用の籯料 
で耋義してくださ 

6 •ファンフィルタ-© C みや S こりを取り讜いてください。 

7 . 内部の 2 みやほこ取ひ険い r ぐださい。 





漏 


ツト式 


屋内角 • 強制通気形 • 


電気点火式 


灯油 （JIS1 芎灯油） 


.005L/h 


.198L/h 


自然対流形 


37,230 kJ/h 

熱効率69.0% 

7,330 kJ/h 

熱効率67.0% 


.ぶ卜:聲 . :ノ_ 

シ:■永 1 ^:.ぜ::で.、::':.: 


69.0% 


67.0% 


木造 29.5m 2 (18 轚）ま7 


木造 31.5m 2 (彳9墨）ま i 


S さ 600mm •幅7‘ 


鎵…マ，戈、- n ご 

Is ふ翁、:！^ 

瞧露:： 1 M ;1 

なざ、光 ゞ へ；^ V 明：.ぐ,、.バ...••■•".*:「私-,、い把た#ハブ2 

E 纖麗漏3 

- mvm .: mj \ 


.14kW 


1.36kW 


69.0% (目盛大のとき） 


67.0% (目盛微少のとき） 


8B) まで•コンクリート 41.5m 2 (25 鹽）まで 


(19«)まで*コンクリート 49.5m 2 (30fi) まで 


:600mm • 幅 748mm • 奥行 368mm (置台を含む） 


26kg 


100V 50/60HZ 


点火時 80/82W • 最大燃焼時15/1 6W 


106mm (3 寸5分） 


¢>11 0 mm 


440’C 以下 


5A 


対腰自動消火装置 • 点火安全装鼸 • 停電安全装置 


_点火安全装 ■ ，過爾流防止装疆 • 不鱅火揉出装置，燃焼用送風機興常検出装鼸 * 安全サー5スタ 


個、本体固定金具 2® (ねじ2姻)、ゴム製送油糖締付ノ S ンド2個 


備考）棵準適室は、社団法人•日本ガス石油機器工業会の霹定基準によります。 



仕様 
































15 •据え付け 



据え付けや移®エ攀は販壳店または攤え付け鰌#に依頼し、お客搛ご苗身では行わないでください。 


据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え付けについては、火災予防条供、電気 K 儀に两する技術基準など法令の慕準があります。取扱联明霤（工事編）0 
『特に注懑し r いただきたいこと（安全のために必ずお守りください) j をお鹂みになり、販壳店又は据え付け業者とよ 
くご相談してください。また、 MW 攞龙付け例 j については、21ページ、また、 f 埋突の取り付け J につい r は、24 
〜25ページを参照してください。 













据え付け後の確認 


据え付けが終わりましたら、もう一度、取扱説明書（工事編）の r 特に注意していただきたいこと（安全のために必ず 
お守りください) j をお読みになり、取扱説明霱（工事編）に記載され r いるとおり据え付けられているかどうかを確 
認してください。 


試運転 


試運転は販売店又は据え付け業者とご一緒に必ず行つてください。 

■運転準備 

擊「さ注意1電濂プラグをコンセントに刃の根元まで？*実に s し込んでください。 

•油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをしてください。 

•送油経路やス I -— ブよ0油もれがないか確認してください。 

•安全装®を t ツトしてください。 

[定油面器リ12ツトボタンのセツト〕 

參タイマー運転になつていませんか。 

■運転 

1. 運転スイッチを押し r 「入』にしてください。 


籲ストーブは点火動作を開始すると同時に、電磁ポンプの空打ち音（初使用時）が数秒しますが異常ではありません。 
•初めてお使いになるときは、耐熱塗料が焼けて煙と昊いがでますので換気を行つ r ください。 

馨約9〜12分間の予備燃焼が終わると本燃焼に切〇替わります。 


2. 異常がなければ、火力調節つまみを「微少』〜[■大 _) に設定してください。 
翁炎の状態は、蹲い炎の中にいくらかの黄色い炎（赤火）がまじっても異常で 
はありません。 


/■ _ 

1¢ 

r 手動火力調節 





微少小中大 




■ 




C 

〇〇 : 





■消火の手順 







1 .特に謂していた t きたいこと ® 全0ために#■守りく fc 5 い 


この工事 R 明書には、安全に正しく据え付けていただくために、いろいろな驗表示か記載されています。そ 
城示4_釀は次のようにな m てし读す 〆 内容をよく朗し苓から,顧細* KMC なり据え泔け1摹をお 

こ® ってく 挺古ぃ.. : : 1 ；：;'；； ふ.'::. . 靈. : :■.心. ■.. .31 N . 霜：' 

A gsAi この表示を鳜視して' 怍鑲を篇っ fcJiwrc 作難镛が' またはそ切作業後の不興合によフて使用 
4 i 3 » e =« 者が、死亡、腫傷を負う翊躕性、または火災の5鶬性が想定される内容を示しています。 

A この表示を瘺視して、作戴を板った場合に作雌壽が、またはその作戴後の不具含にまっ 

者が、傷褰奄典う珥篛性や物的撰*!)が想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A 

0 

❶ 


企記薄は注*を淀す内容があることを色るちのです。 

面の中に興体的な注賺内容(左合は"的な注意)が推かれています。 
G 記•は禁止の行鸛であることを隹げるちのです。 

面の中や近糖に II 体的な禁止内害が描かれ rr います。 

❶ E 思は行麻を指示する内害奄告げるちのです。 

面の中や近情に具体的な禁止内窑が描かれています。 


A 醫告飞 

参据え付けや移動は、販売店又は据え付け工事業者が行つてください 0 A 

お客欉ご苗身で攤え付けをされ不備があると想爾や火災の顧因になります • 

籲据え付けは火災予防条例、霪気設備に藺する技術基準、爾気工事は 
指定の工事店に依赖するなど法令の纏準を守つて行つてください。 

❶ 

•summit 

■{内に排気すると、拂ガスが金内に充满して危険でず。 

必す■外に排気し r ください。 

rF = 

| "丨、 

丄 

i ^ 

m 

■ 

L 0 

讀煙突を確実に_ ^ 

鬅突を確実に孃縝し、しっか0と H 定してください。簾^讀動、衡攀など 
で外れたりすると蓮転中に拂ガスが褰内にもれて趋陕です。 ^ 

p ❶ 



籲次の場所には据え付けない火災や予想しない事故の原因になります 

,水平でない敝棚卽娜 とな 


水平でない孀所、不安定な# 

• 不安定な物をのせた期などの卞 
• 萌燃性ガスの典生する場所又はたまる！•所 
• 鏞嫌に磨矚な空気を取0入れ&空 MB 入口 
のない湯所文は撰気めおこな无ない場所 


省爾所 

K 火対策在し家いないマントルビース 
a 室、 fan 室など人のいない壜所 



❿哥燃物との距離を離す 

•ストープ及び耀突から蹕朗の珥 
燃物までの離_£釀は火災予防 
条倒で規定されています。図の 
よ5にし r < ださい* ^ 
•ストーブは油_0蠢色の上に • 
え付けてください。 


r. a 


2. 


2 C 

. B 寸法は、 20 cmlili . 
15 cm 以上と示してい*す 
が、簫爽と isattt との m 
(45 cm 以上）でち规饞在れ 
ます • * 守•点検も*蠢し、 
拥猶亡棚龜が ft < 抑 
« t 5 C «« してくだ3ぃ》 

邐付けない場& 
め B 霾奄 30cm 
<ださい* 


45 cm 以上 


く擓え付⑽> 

150 cm 以上 45 cmJitt 


wm% 琴 .__ • 

は' _■ と< 
以上*して^ 
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3 •据え付け 



据え讨けについては火災予防条例、電気》儀に鼷する技德基準など法爷の裹準があ D ます。21〜25ページの f 特に注 
憇していただきたいこと（安全のために必すお守りください H をお親みになり、販两店又は据え付け業罃とよくご相 
鞔し t ： ください.また、 I ■嫌準搪え付け明 J については、21ページ、衆た、 f 煙突〇取0付け j については24〜25ペー 
ジを参照してぐださい。 


据え付け方法 



■置台の取0付けと水平調節 

ストーブの下には必す讎台を使用し、ストープを水平にし、必す蠢台と固定し r ください。 



1. ストーブの後《の鏞節靡が讎色の脚位霞 （2 力所）に、_致するように設置し r くださ 
い。 

2. 水平«を興ながら4個の鼸節艨を調節し r ストーブを水平に携え付け r < ださい。 



3. 本体固定金興をストーブの钃醣から、 _ e の引掛薄に雄し込み、付鼷のねじでストーブ 
に B 定してください。固定は、两傷面2力所です。 


■油タンク©組立 r と撮え付け（薄売 a ) 

_立ては油タンク付属の取扱脱晒痛にしたがって行っ r ください。 

籲油タンク油面はストーブ本体班臁床面より*さを 30 cm から 2 m 以内で班霞してください。 
•油タンクの投猶、取り扱いにつレては、各地区の火災予防条供にしたがつてください。 


■ ゴム製送油镛の取 D 付け方 



•ゴム襲送油蕾にゴム*送油管締付バンド f はめてから、油タンクとストーブのゴム管口に 
十分押し込み、ゴム製送油糖两付バンドで強く締め付けてください。 



•ゴム襲送油管の进中が山形になった0、もつれた0していますと、空気がたまって灯油が 
流れないことがあります。平になるよラに匿してください。 













■金鼷配管(網製送油管)施工の場合の注慝 

鲁定油面器へのごみの傻入を防ぐため、配管工事終了後、ストーブと接鏡する前には必す配菅内に灯油を流して切粉* 
ごみなどを取り除いてください。 

■電気配線 

•電源プラグは、必す適正配線された単相 100 V のコンセントに差し込んでください。 

籲運転時の騖源が 90 V 以下及び、 110 V を超える塌合は、故障の原因になることがあります。 

この墦合は、電力会社の指定工事店に依頼して、対策してください。 

■煙突の左右を変更する場合 


煙突の左右を変更する場合は、次のよ^に行つてください。 



4•煙突の取り付け 


_煙突の柽 

秦煙突は、直径 106 mm (3 芍5分）を使用してください。 

■横引者、立ち上がりの標準寸法 

•煙突の立ち上がり、横引きの標準寸法は、立ち上がり約 3.6 m (4 本)、横引き約 1.8 m (2 本）です。 

横引きが標準寸法より長くなる場合は、その長さの1/2を立ち上がりに追加してください。 

(結露予防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m 以内にしてください。） 

•屋外の立ち上がり部の下端には、水抜きをつけて雨水が入るのを防いでください。 

•横引きは10分の1以上の上り勾配になるよ〇にしてください。 

雛横引きはできるだけ短くし、ベンド（エビ曲）は3個以下になるようにしてください。また、露受けアダプター（別 
売品）などの取り付けもご挨討ください。工事店とよくご相談ください。 

•1 本の煙突を他のストーブなどと共用することは避けてください。燃焼が悪くなります。 

■煙突先端（トップ)の位置 

雛煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 cm 以上離し r ください。 

❿煙突トップから水平距離 1 m 以内に隣接家屋などの軒があるときは、さらにそれより、 60 cm 以上離してください。 
•窓などの開□部からは、 1 m 以上離してください。 

•煙突トツプの位鼸は建物，立木などの状態をみて、あらゆる方向の風が通り抜ける位龌にしてください。 








■トツプの形状 

突トップには、逆風防止のための 


「腰 « H 型トツプ〗を取り付け t ： くださ IA 。 


■ドラフトレギユレータ（瑰充品）の取り馆け 

蠢 IA 注蕾1蠼典の31き(ドラフト）；!«いと燃鳙不庚 m 生します。 

次の煙突班置の J ■合は必ず、ダブルドラフトレギュレータ(別壳»0卜1)を取〇坩けてく 
ださい。 

•集合 燸 突に捿拥する 通 合 籲樣準 守法以上に立ち上が<3が高い壜合 
參くて炎が沈むよラな 煽 合 


ドラフトレギユレータ 



■集合爆突を利用する壜合のご注纛 


癱集合熥突に楚し込む 
先嫌は右面のよラに 
してください。 



•2 つ以上のストープを使用 
するときは、横到部分の费 
い方を上にし r < ださい。 


春集合簫突を利用する塌合は、设鼸方法などについて必ず11円繼窨にご相談し r ください。 



■煙突の取0付け図 



f 燔突の先端から水平距鼴1 m 以内に建物の軒がある遢合 
は、その軒から 60 cm 以上离くすること。钃突の先纗か 
、ら im 以内に建物の醍口部〈窓など〉がないこと。 



■綸臛水の班理 

♦煙突の横引き部に箱靄水が出る！•合は、别充の靄受けアダプター OiSB -” 又、集合熥突の凍箱予防には集合爆突 
凍結防止ヒータ （ USB -3) をご使两ください。販壳店に C 相 K ください • 



試運転は使用者とご一緒に必ず行ってください。 

_運転準備 

• 也注意 1 電瀝プラグをコンセントに刃の根元まで確実に差し込んでください。 
•油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをしてください。 

•送油経路やス I ブより油もれ;^ないか確認し r ください。 

•安全装置をセツトしてください。 

〔定油面器リセツトボタンの乜ツト〕 

•タイマー運転になっていませんか。 

_運転 

1. 運転スイツチを押し r 『入」にしてください。 


•ストープは点火動作を開始すると同時に' 霉磁 ポンプの空打ち音（初使用時）が数秒しますが異常ではありません。 
籲初めてお使いになるときは、耐熱塗料か•焼け r 煙と莫いがでますので換気を行ってください。 

•約9〜12分間の予備燃焼が終わると本燃焼に切り替わります。 


2. 異常がなければ、火力調節つまみを f ■微少」〜「大 j に設定してください。 
鲁炎の状態は、宵い炎の中にいくらかの黄色い炎（赤火）がまじっても異常で 
はありません。 




■消火の手順 



•運転スイツチを押して「切 j にし r ください。 

運転ランプが消灯します。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機が停止し、時刻表示以外のすべて 
のランプが消灯します。 



6 •廃棄するときの注意 


•ストーブを睇棄処分するときは、定油画器の灯油を抜き取ってくださ U 
灯油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わぬ事故になるおそれがあります。 

4^1 
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FAX 042 ) 531-6776 
FAX( 055 ) 26 a-l 569 
FAX( 055 ) 268-1571 


24-0451 


北海道地区 


お客様ご相談窓口 


修理サービスや製品についてのご相賧は機種名をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□に C 依頼ください。 

ご転居やご贍爸品などでお困りの塌合は、下記のお近くの窓口にご相談ぐださい。 

名称、所在地、電结番号は、変更する壩合があ0ますのでご了承ください。 
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